
１
．
は
じ
め
に
ｌ
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
の
物
語
（
以
下
、
梁
祝
物
語
）
は
、
中
国
の
四
大
民
間
伝
説
（
他
の
三
つ
は
「
牛
郎
織

女
」
「
孟
姜
女
」
「
白
蛇
伝
」
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
「
東
方
（
中
国
）
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
中
国
と
長
い
文
化
交
流
の
歴
史
を
持
つ
日
本
で
も
こ
の
物
語
の
具
体
的
な
内
容
は
お
ろ
か
、
名
前

す
ら
も
初
め
て
聞
い
た
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

梁
祝
物
語
に
は
多
く
の
異
本
が
あ
る
た
め
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
今
日
最
も
普
及
し

て
い
る
越
劇
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
（
以
下
、
「
梁
祝
』
）
に
拠
っ
て
梗
概
を
記
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

祝
英
台
は
男
装
し
学
問
を
究
め
る
た
め
に
杭
州
へ
行
く
途
上
、
梁
山
伯
と
知
り
合
っ
て
義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、

学
舎
で
机
を
並
べ
て
三
年
間
勉
強
す
る
・
祝
英
台
の
父
が
娘
に
早
く
家
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
催
促
し
て
き
た
た
め
、

英
台
は
老
師
の
夫
人
に
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
を
伝
え
、
梁
山
伯
に
嫁
入
り
で
き
る
よ
う
仲
立
ち
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
送
別
の
際
に
は
実
在
し
な
い
妹
に
か
こ
つ
け
て
早
く
訪
ね
て
く
る
よ
う
梁
山
伯
に
言
い
含
め
る
。
し
か
し
梁

山
伯
が
急
い
で
祝
家
に
駆
け
つ
け
た
時
に
は
、
英
台
の
父
親
は
馬
太
守
の
息
子
馬
文
才
に
彼
女
を
嫁
が
せ
る
こ
と

を
決
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
高
殿
で
再
会
し
、
自
分
た
ち
の
結
婚
に
望
み
が
な
く
な
っ
た
こ

「
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
物
語
の
文
化
空
間

上
田
望
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と
を
嘆
き
悲
し
む
。
梁
山
伯
は
家
に
戻
っ
て
ま
も
な
く
病
で
み
ま
か
る
。
婚
礼
の
日
、
英
台
の
輿
は
回
り
道
を
し

て
梁
山
伯
の
墓
に
立
ち
寄
り
、
墓
前
で
弔
い
を
し
て
い
る
と
に
わ
か
に
雷
鳴
が
轟
き
墓
が
大
き
く
裂
け
た
。
英
台

が
そ
の
中
に
身
を
躍
ら
せ
る
と
、
二
人
は
二
匹
の
蝶
と
化
し
仲
良
く
飛
ん
で
い
っ
た
。

筆
者
は
梁
祝
物
語
の
誕
生
の
地
と
言
わ
れ
る
蜥
江
省
を
伝
統
芸
能
の
現
地
調
査
で
訪
れ
る
た
び
に
、
地
域
の

人
々
が
こ
の
物
語
に
熱
狂
す
る
様
を
目
に
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
物
語
が
日
本
で
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
市
民
権
を
得
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
長
い
間
疑
問
で
あ
っ

た
。
小
文
で
は
梁
祝
物
語
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
も
と
に
概
略
を
紹
介
し
、
物
語
の
世
界

展
開
と
日
本
で
の
受
容
が
遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て
臆
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

２
．
梁
祝
物
語
の
誕
生
と
形
成

梁
祝
物
語
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
発
展
段
階
は
、
以
下
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は

物
語
が
発
生
し
、
主
に
口
頭
伝
承
に
よ
っ
て
伝
播
し
て
い
っ
た
形
成
期
で
あ
る
。
物
語
の
中
の
時
代
で
あ
る
東
晋

か
ら
二
人
の
恋
人
の
悲
劇
は
口
頭
で
伝
承
さ
れ
、
時
に
よ
っ
て
は
書
き
留
め
ら
れ
た
。
梁
祝
物
語
の
存
在
を
確
認

で
き
る
最
古
の
文
献
は
初
唐
の
梁
載
言
の
『
十
道
四
蕃
志
』
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
行
足
ら
ず
の
記
述
し

か
な
い
。
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
晩
唐
の
『
宣
室
志
』
に
は
、
上
虞
の
祝
氏
の
娘
英
台
が
男
装
し
て
遊
学
し
た
時

に
会
稽
の
梁
山
伯
と
知
り
合
い
、
後
に
梁
山
伯
は
祝
英
台
を
訪
ね
女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
求
婚
す
る
が
、
す

で
に
英
台
は
馬
氏
の
子
息
に
嫁
ぐ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
梁
山
伯
は
郵
県
（
漸
江
省
寧
波
）
の
県
令
に
な
っ
た
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３
．
梁
祝
物
語
の
新
た
な
展
開

晩
唐
以
前
に
物
語
の
基
本
形
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
梁
祝
物
語
は
、
宋
代
以
降
、
よ
り
広
範
囲
に
伝
播
す

る
第
二
段
階
の
展
開
期
を
迎
え
る
。
こ
の
時
期
、
口
頭
伝
承
の
ほ
か
、
小
説
や
演
劇
、
歌
謡
な
ど
の
分
野
で
二
人

が
死
ん
で
蝶
に
な
る
と
い
う
新
た
な
要
素
や
、
「
陰
府
告
状
」
と
呼
ば
れ
る
冥
界
裁
判
と
大
団
円
の
結
末
が
作
り
出

さ
れ
る
な
ど
、
物
語
と
し
て
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。

宋
代
か
ら
中
華
民
国
初
期
に
か
け
等
比
級
数
的
に
梁
祝
物
語
の
異
本
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
梁
祝
物
語
を

博
捜
し
整
理
し
た
路
工
編
『
梁
祝
故
事
説
唱
集
』
（
上
海
出
版
公
司
、
’
九
五
五
年
）
、
銭
南
揚
『
梁
祝
戯
劇
輯
存
』

あ
と
病
死
し
県
城
の
西
に
葬
ら
れ
、
祝
英
台
は
馬
家
に
嫁
ぐ
時
に
梁
山
伯
の
墓
に
立
ち
寄
り
働
突
す
る
と
、
地
面

が
裂
け
て
英
台
は
そ
こ
に
落
ち
て
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
晋
の
丞
相
謝
安
が
義
婦
の
墓
と
し
て
上
奏
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
宣
室
志
』
の
物
語
は
、
①
ヒ
ロ
イ
ン
の
男
装
（
と
そ
れ
に
伴
う
性
別
の
誤
解
）
、
②
ヒ
ロ

イ
ン
も
墓
に
入
っ
て
死
ぬ
悲
劇
的
結
末
、
と
い
う
点
で
現
行
の
梁
祝
物
語
と
お
お
む
ね
共
通
し
て
お
り
、
物
語
の

骨
組
み
は
千
年
以
上
前
に
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
宋
以
前
の
物
語
に
見
え
る
地
名
か
ら
、

梁
祝
物
語
の
原
型
は
も
と
も
と
上
虞
、
会
稽
（
紹
興
）
、
罫
（
寧
波
）
な
ど
漸
江
省
の
限
ら
れ
た
地
域
で
伝
承
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
が
働
く
。
た
だ
し
『
宣
室
志
』
の
作
者
張
読
は
そ
の
官
歴
か
ら
み
て
特
に
蜥
江

と
は
関
わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
都
長
安
か
ど
こ
か
で
筆
を
執
っ
て
い
た
時
に
彼
の
耳
に
も
こ
の
話
が
入
る
ほ
ど

唐
末
に
は
有
名
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
、
周
静
書
編
『
梁
祝
文
化
大
観
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
・
二
○
○

○
年
、
全
四
巻
）
な
ど
を
緒
け
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
『
梁
祝
文
化
大
観
』
に
は
五
四
本
の
地
方
劇
な
ど
の
脚
本
、

一
五
本
の
各
種
説
唱
の
唱
本
、
九
二
条
の
民
間
伝
説
な
ど
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

展
開
期
に
お
い
て
瞠
目
す
べ
き
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
物
語
の
終
局
に
お
い
て
二
人
（
の
魂
も
し
く
は
衣
服

の
一
部
）
が
つ
が
い
の
蝶
へ
と
姿
を
変
え
る
、
「
化
蝶
」
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
「
化
蝶
」
の
変
遷
に
つ
い
て
は
銭

南
揚
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
晋
の
『
捜
神
記
』
に
韓
莞
の
妻
の
着
て
い
た
服
の
袖
が
蝶
と
化
す
話

柄
が
先
に
登
場
し
て
お
り
、
唐
代
に
な
る
と
韓
尭
夫
妻
の
魂
が
蝶
に
な
る
話
へ
と
転
化
し
、
南
宋
に
な
る
と
梁
祝

物
語
で
も
主
人
公
た
ち
の
「
化
蝶
」
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
銭
氏
は
、
宋
元
明
の
寧
波
の
県

志
な
ど
に
は
「
化
蝶
」
に
つ
い
て
一
切
言
及
が
な
い
の
に
対
し
、
江
蘇
宜
興
の
県
志
に
は
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

梁
祝
物
語
が
宜
興
に
伝
播
し
て
か
ら
「
化
蝶
」
の
話
柄
が
加
わ
り
、
情
以
降
、
寧
波
で
も
「
化
蝶
」
の
話
が
一
般

的
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
述
べ
る
。
明
末
の
文
人
漏
夢
龍
の
有
名
な
白
話
小
説
集
『
古
今
小
説
』

巻
二
八
「
李
秀
卿
義
結
黄
貞
女
」
の
枕
で
梁
祝
物
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
祝
英
台
は
江
蘇
常
州
義
興
の

人
と
さ
れ
、
最
後
に
蝶
は
二
人
の
魂
が
化
し
た
も
の
と
す
る
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
明
代
後
期
に
宜
興
周
辺
で

成
立
し
た
魂
が
蝶
と
な
る
話
柄
が
清
代
以
降
、
寧
波
に
逆
輸
入
さ
れ
る
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

も
う
一
つ
の
物
語
上
の
大
き
な
改
変
は
、
二
人
の
恋
路
を
邪
魔
す
る
敵
役
の
馬
が
梁
山
伯
を
冥
界
で
訴
え
る
が
、

最
終
的
に
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
転
生
し
て
目
出
度
く
結
ば
れ
る
と
い
う
結
末
に
改
め
ら
れ
た
物
語
が
出
現
し
た
こ

と
で
あ
る
。
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
清
乾
隆
年
間
の
弾
詞
『
新
編
東
調
大
双
蜘
蝶
」
（
乾
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隆
三
四
年
自
序
、
道
光
三
年
文
会
堂
補
刊
本
）
や
『
英
台
宝
巻
』
（
光
緒
三
二
年
刊
）
な
ど
の
説
唱
文
学
、
地
方
劇

の
脚
本
で
も
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
改
め
ら
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
か
な
り
唐
突
な
転
生
と
い
う
設
定
を

強
化
す
る
た
め
に
二
人
は
金
童
玉
女
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
宝
巻
な
ど
の
宗
教
芸
能
で
は

悲
劇
的
結
末
は
忌
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
お
そ
ら
く
清
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
へ
の
書

き
換
え
が
語
り
物
や
演
劇
の
世
界
で
進
行
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

物
語
の
伝
播
す
る
地
域
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
路
暁
農
の
研
究
（
路
暁
農
司
梁
祝
」
的
起
源
与
流
変
』
東
南
大

学
出
版
社
、
二
○
一
四
年
）
に
拠
れ
ば
、
寧
波
、
上
虞
、
杭
州
な
ど
湘
江
省
東
部
か
ら
次
第
に
江
蘇
、
福
建
、
安

徽
、
河
南
、
山
東
な
ど
各
地
へ
拡
散
し
て
い
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
と
言
う
。

ま
た
、
梁
祝
物
語
は
さ
ら
に
海
外
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
で
は
高
麗
王
朝
時
代
に
唐
の
羅
郵
の
「
峡
蝶
」

詩
と
と
も
に
四
三
四
字
の
梁
祝
物
語
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
祝
英
台
の
男
装
や
二
人
が
合
葬
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
祝
英
台
の
衣
の
一
部
が
蝶
に
化
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
も
見
え
る
（
周
静
書
・
施
孝
峰
『
梁
祝
文
化
論
』
、
人
民

出
版
社
、
二
○
一
○
年
、
第
五
章
「
走
向
世
界
的
梁
祝
文
化
」
）
。
当
時
、
寧
波
（
明
州
）
は
高
麗
と
の
交
流
の
拠

点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寧
波
か
ら
物
語
が
高
麗
に
伝
播
し
た
可
能
性
を
周
静
書
は
示
唆
す
る
。
ま
た
、
東
南
ア

ジ
ア
は
華
僑
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
こ
の
物
語
が
持
ち
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
少
し
時
代
は
下
る
が
十
九
世
紀
以

降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
（
マ
ラ
ヤ
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
翻
訳
や
翻
案
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
梁
祝
物
語
を
世
界
四
大
著
名
愛
情
悲
劇
の
一
つ
と
み
な
し
、
様
々
な
部
族
の
言
語

で
書
物
を
作
っ
て
い
る
。
一
部
の
書
で
は
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
の
大
胆
な
リ
ラ
イ
ト
が
お
こ
な
わ
れ
て
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お
り
、
た
と
え
ば
一
九
九
○
年
に
出
た
バ
リ
語
の
書
で
は
、
祝
英
台
は
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
て
杭
州
に
行
く
と
い

う
設
定
に
変
わ
っ
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
苦
言
三
Ｑ
画
呂
ヨ
①
編
『
中
国
伝
統
祝
英
台
在
亜
州
』
国
際
文
化

出
版
公
司
、
一
九
八
九
年
、
に
詳
し
い
）
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
（
越
南
）
や
日
本
は
古
く
か
ら
中
国
文
化
を
受
け
入

れ
て
き
た
歴
史
の
あ
る
国
で
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
梁
祝
物
語
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
五
○
年

代
以
降
と
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
最
近
で
あ
る
。
日
本
に
至
っ
て
は
更
に
新
し
く
、
や
や
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
皇
な
つ
き
の
漫
画
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
一
一
年
）
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
田
中

芳
樹
の
小
説
『
奔
流
』
（
祥
伝
社
、
一
九
九
八
年
）
や
一
一
○
○
二
年
に
宝
塚
歌
劇
団
が
中
国
で
最
初
に
公
演
し
た
「
蝶
・

恋
（
デ
イ
エ
・
リ
エ
ン
）
」
で
も
梁
祝
物
語
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
創
作
で
は
な
い
が
、
中
国
で
出
た
小
説
の
翻
訳

と
し
て
趙
清
閣
・
続
三
義
著
、
渡
辺
明
次
訳
『
小
説
梁
山
伯
と
祝
英
台
ｌ
日
中
対
訳
版
』
（
華
僑
出
版
社
、
二
○
○

六
年
）
や
周
静
耆
主
編
、
渡
辺
明
次
訳
『
梁
祝
口
承
伝
説
集
』
な
ど
の
労
作
が
あ
る
。

４
．
梁
祝
物
語
の
成
熟
と
世
界
展
開

中
華
民
国
後
期
か
ら
現
代
ま
で
の
間
、
梁
祝
物
語
は
越
劇
『
梁
祝
』
と
い
う
一
つ
の
定
本
が
で
き
、
そ
れ
を
ベ
ー

ス
に
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
世
界
へ
と
拡
散
し
て
い
く
第
三
段
階
の
成
熟
期
、
新
し
い
発
展
期
を
迎
え
る
。

第
三
段
階
で
特
筆
す
べ
き
は
、
①
物
語
と
し
て
の
悲
劇
へ
の
回
帰
、
②
越
劇
界
に
よ
る
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
劇

の
定
本
の
完
成
、
③
映
画
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
海
外
展
開
、
④
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
梁
祝
物

語
の
更
な
る
普
及
と
経
典
化
、
と
い
う
四
つ
の
大
き
な
動
向
で
あ
る
。
①
②
③
に
つ
い
て
中
華
民
国
後
期
か
ら
一
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九
九
○
年
代
ま
で
の
梁
祝
物
語
の
改
変
に
関
わ
る
大
き
な
出
来
事
を
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
年
表
作
成
に
つ
い
て
は
苑
瑞
娼
「
我
演
梁
山
伯
」
（
『
上
海
戯
劇
』
一
九
六
二
年
第
八
期
）
、
丁
一
『
越

劇
博
覧
』
（
国
際
炎
黄
文
化
出
版
社
、
二
○
○
一
年
）
、
佐
治
俊
彦
『
か
く
も
美
し
く
、
か
く
も
け
な
げ
な
ｌ
「
中

国
の
タ
カ
ラ
ヅ
カ
」
越
劇
百
年
の
夢
』
（
草
の
根
出
版
会
、
二
○
○
六
年
）
、
陳
培
仲
「
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
導
読
」

（
杜
長
勝
主
編
『
中
国
地
方
戯
曲
導
読
壹
』
、
学
苑
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

一
九
一
九
年
馬
潮
水
、
王
永
春
、
白
玉
梅
ら
に
よ
る
越
劇
改
革
と
演
目
の
形
成

も
と
も
と
落
地
唱
書
に
あ
っ
た
演
目
を
唱
本
な
ど
に
依
拠
し
て
新
し
く
『
梁
山
伯
』
上
中
下
三
本
を
作
る
。

陰
府
告
状
の
場
面
を
含
み
、
蘇
っ
た
主
人
公
が
結
ば
れ
る
結
末
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
二
六
年
最
初
の
梁
祝
物
語
の
映
画
『
梁
祝
通
史
』
が
上
海
天
一
影
片
公
司
に
よ
っ
て
制
作

近
代
時
装
劇
の
無
声
映
画
。
悲
劇
の
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
天
一
は
部
氏
兄
弟
が
上
海
に
設
立
し
た
映
画
会

社
で
あ
り
、
本
作
品
は
南
洋
各
地
で
放
映
さ
れ
て
梁
祝
物
語
の
伝
播
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
九
三
九
年
哀
雪
芥
（
一
九
一
三
年
’
二
○
二
年
）
馬
樟
花
と
と
も
に
越
劇
『
梁
祝
哀
史
』
を
上
演

一
九
四
○
年
中
国
聯
美
影
片
公
司
が
岳
楓
監
督
を
起
用
し
、
有
声
映
画
『
梁
祝
』
を
制
作

一
九
四
四
年
哀
雪
芥
と
萢
瑞
媚
の
口
述
を
も
と
に
脚
本
作
家
の
南
薇
が
越
劇
「
梁
祝
哀
史
』
を
整
理

一
九
四
九
年
梁
山
伯
を
萢
、
祝
英
台
を
傅
が
演
ず
る
越
劇
「
梁
祝
』
が
北
京
懐
仁
堂
に
て
上
演

脚
本
は
「
梁
祝
文
化
大
観
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
従
前
の
悲
劇
的
な
結
末
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
時
期
、
越
劇
や
映
画
に
お
い
て
脚
本
か
ら
卑
狸
な
描
写
や
迷
信
、
消
極
的
な
運
命
論
な
ど
が
取
り
除
か
れ
、

結
末
は
も
と
の
悲
劇
的
な
殉
死
の
場
面
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
く
。
特
に
一
九
三
九
年
頃
か
ら
哀
雪
芥
ら
が
越
劇

一
九
五
一
年
五
月
五
日
に
「
戯
曲
改
革
工
作
に
関
す
る
指
示
」
が
出
さ
れ
、
越
劇
『
梁
祝
』
を
改
編

哀
と
萢
が
口
述
し
た
も
の
を
徐
進
、
成
容
ら
が
共
同
で
整
理
し
た
『
梁
祝
』
が
完
成
す
る
。

一
九
五
二
年
越
劇
『
梁
祝
』
は
第
一
届
全
国
戯
曲
観
摩
演
出
大
会
で
脚
本
賞
や
演
出
一
等
賞
な
ど
を
受
賞

一
九
五
三
年
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
最
初
の
カ
ラ
ー
映
画
作
品
と
な
る
『
梁
祝
』
を
制
作

映
画
は
哀
雪
芥
と
萢
瑞
媚
の
二
人
が
主
演
。
中
国
国
内
で
は
千
を
超
え
る
会
場
で
上
映
さ
れ
、
観
客
動
員
数

は
一
五
五
万
人
以
上
、
香
港
で
は
延
べ
一
八
七
日
上
映
さ
れ
、
六
五
万
人
以
上
を
動
員
し
た
と
言
わ
れ
る
。

一
九
五
四
年
許
広
平
を
団
長
と
す
る
越
劇
の
海
外
公
演
実
施
（
訪
問
先
は
東
ド
イ
ツ
と
ソ
連
）

同
年
、
映
画
『
梁
祝
』
を
チ
ェ
コ
の
国
際
映
画
祭
に
出
品
し
、
音
楽
賞
を
受
賞

な
お
周
恩
来
が
記
者
に
紹
介
す
る
際
、
タ
イ
ト
ル
を
中
国
的
『
羅
密
欧
与
朱
麗
葉
』
と
訳
し
た
と
さ
れ
る
。

一
九
六
三
年
香
港
部
氏
兄
弟
有
限
公
司
が
李
翰
祥
監
督
、
主
役
に
凌
波
、
楽
帯
ら
明
星
を
起
用
し
、
黄
梅
戯
の

演
出
を
取
り
入
れ
た
「
黄
梅
調
電
影
」
の
『
梁
祝
』
を
制
作

一
九
八
五
年
萢
が
梁
山
伯
、
傅
が
祝
英
台
の
配
役
で
電
視
越
劇
連
続
劇
『
梁
祝
』
を
制
作

一
九
九
四
年
嘉
禾
屯
影
有
限
公
司
が
徐
克
監
督
を
起
用
し
『
梁
祝
』
を
制
作

梁
山
伯
を
慕
う
若
者
を
登
場
さ
せ
る
以
外
は
結
末
な
ど
古
典
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
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梁
祝
物
語
の
映
画
化
は
二
○
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
悲
劇
の
結
末
が
共
通
す
る
だ
け
で
演
出
や
物
語
の

解
釈
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
し
か
し
ど
の
映
画
も
興
行
的
に
は
成
功
を
収
め
て
お
り
、
複
製
可
能
な
娯
楽
を
い

つ
で
も
人
々
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
意
味
で
こ
ち
ら
も
物
語
の
普
及
へ
の
貢
献
は
小
さ
く
な
い
。

ま
た
物
語
の
普
及
に
一
役
買
っ
た
の
は
映
画
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
一
年
に
越
劇
『
梁
祝
』
の
定
本
が
完
成

し
た
こ
と
で
、
越
劇
の
物
語
は
京
劇
な
ど
他
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
に
移
植
さ
れ
る
。
一
九
五
九
年
に
完
成
し
た
バ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
『
梁
祝
』
は
越
劇
の
音
楽
の
影
響
を
受
け
て
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
一
九
八
二
年
に
は
バ
レ
エ
『
梁
祝
』
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
や
や
遅
い
が
、
二
○
○
三
年
の
「
梁
祝
』
（
上
海
美
術
電
影
制
片
廠
）
が
ア
ニ
メ
化
に
先
鞭
を
付
け
、
そ
の

後
、
様
々
な
ア
ニ
メ
や
漫
画
、
児
童
向
け
図
書
が
発
行
さ
れ
、
視
聴
者
・
読
者
層
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

の
各
種
改
革
に
着
手
し
、
缶

り
上
げ
た
功
績
は
大
き
い
。

５
．
結
び
に
か
え
て

梁
祝
物
語
は
お
そ
ら
く
寧
波
か
杭
州
あ
た
り
で
発
生
し
た
不
合
理
で
悲
し
い
事
件
を
下
敷
き
と
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
が
伝
承
と
再
創
作
を
繰
り
返
す
中
で
、
近
代
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
運
に
も
恵
ま
れ
、
「
中
国
の
ロ
ミ

オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
「
中
国
の
四
大
民
間
伝
説
」
と
い
う
肩
書
き
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

哀
雪
芥
と
い
う
天
才
が
越
劇
改
革
を
推
し
進
め
た
こ
と
、
哀
雪
芥
た
ち
が
協
力
し
て
梁
祝
物
語
の
越
劇
脚
本
の

愛
情
悲
劇
の
主
題
を
強
化
し
た
梁
祝
物
語
の
決
定
版
と
も
言
え
る
越
劇
『
梁
祝
』
を
作
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今
日
、
墳
墓
、
廟
な
ど
の
梁
祝
物
語
の
関
連
史
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
都
市
は
、
寧
波
市
、
上
虞
市
、
杭
州
市

の
ほ
か
、
汝
南
県
、
宜
興
市
、
済
寧
市
な
ど
が
あ
り
、
上
記
の
四
省
六
都
市
は
梁
祝
伝
説
の
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
目
指
し
、
ま
ず
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
二
○
○
六
年
に
連
名
で
中
国
の
「
第
一
批
国

家
級
非
物
質
文
化
遺
産
名
録
」
へ
の
登
録
を
申
請
し
「
民
間
文
学
」
の
分
野
で
見
事
採
択
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

越
劇
『
梁
祝
』
が
さ
ま
ざ
ま
要
因
で
経
典
化
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
が
、
梁
祝
物
語
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
は
変
わ
ら
な
い
の
か
、
し
ば
ら
く
は
梁
祝
物
語
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
八

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

決
定
版
を
作
り
出
し
た
こ
と
、
越
劇
界
の
周
辺
に
中
国
共
産
党
系
の
知
識
人
が
い
て
哀
雪
芥
ら
に
理
解
を
示
し
て

く
れ
た
こ
と
、
周
恩
来
を
は
じ
め
中
国
共
産
党
の
高
い
評
価
を
得
、
新
中
国
で
最
初
の
カ
ラ
ー
映
画
作
品
に
な
っ

た
こ
と
等
々
、
こ
う
し
た
条
件
が
一
つ
か
二
つ
で
も
欠
け
て
い
た
ら
、
四
大
民
間
伝
説
の
選
に
漏
れ
、
数
多
あ
る

民
間
伝
承
の
一
つ
に
終
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
の
受
容
に
関
し
て
は
、
近
代
以
前
に
は
翻
訳
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
さ
ら
に
言
え
ば
一
九
四
○
年
代
末
か
ら
梁
祝
物
語
が
世
界
展
開
す
る
な
か
、
政
治
的
な
要
因
も
あ
っ
て
そ
う

し
た
潮
流
と
は
ほ
ぼ
無
縁
だ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
男
装
や
「
す
れ
違
い
」
な
ど
の
設
定
、

ほ
と
ん
ど
情
死
と
も
言
え
る
衝
撃
的
な
結
末
な
ど
メ
ロ
ド
ラ
マ
風
の
物
語
が
日
本
人
の
嗜
好
に
あ
わ
な
か
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
日
本
と
中
国
の
比
較
文
学
的
な
視
座
か
ら
引
き
続
き
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
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